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〔　要　　約　〕
　本研究は、幼児に対する植物概念（イチゴを介して）の形成を意図した保育活動について検討したも
のである。これらの結果、次のことが認められた。
（1）幼児たちは、直接目に見える構造や様相について、保育目標の理解は得やすいが、目に見えない推
論や時間の長さを考慮した目標に対しては達成できなかった。
（2）保育者の幼児への働きかけの違いによって、幼児の反応の違いが生じる。質問や指示を出す働きか
けに対しては、応えたり指示に従うなどの行動が多く見られる。それに対し、幼児の発言を繰り返し
たり、反応に応える働きかけでは、幼児は内省的に思考する反応傾向が見られた。
（3）言語、映像、行動による情報処理様式は、それぞれ個別に機能するというよりは、複合的に関連し
あって機能する。
Ⅰ．問題
１．科学的概念を育む必要性
幼児たちに自然科学や社会科学概念の基礎となる考
え（基礎概念）を、どのように彼らの行動特性に合わ
せて保育の中で学ばせていったら良いかを考えるのは、
保育者の大事な仕事である。こうした基礎概念を学ば
せる理由は、幼児たちが成長して将来出会う自然・社
会環境の中で、自分たちで判断し適切な行動ができる
ことを期待してのことである。
戦後の日本の保育の歴史を見ると、保育所と幼稚園
が別々に生まれ、それが並列しながら存在してきた。
近年、女性の社会進出が一般的になると、幼児たちを
保育所に預けて働きたい女性にとって、預け先である
保育所不足が大きな問題となってきた。待機児童の問
題である。逆に、それまで優勢だった幼稚園数が減少
し、しかも空き教室があるというアンバランスの状況
になってきたのである。そこで認定こども園制度に
よって、同一の組織にし、アンバランスを解消しよう
とする制度への移行を国は目指すようになってきた。
この制度への変更の伏線として、従来から小学校へ
の５歳児入学の問題や、小１プロブレムと呼ばれる幼
保小連携（接続）に関わる問題などもあり、その幼児
教育から小学校教育への適切な接続を、どのように
行ったらよいかという問題も解決しなければならなく
なっている。幼児教育の世界では、従来から子どもの
好奇心ややる気（動機づけ）を尊重する保育が優先さ
れている。好奇心ややる気（動機づけ）は、本来その
内容に規定されて生じるものであるのに、ただただ幼
児が面白がったり、遊び続ける側面だけを尊重するコ
ンテントフリーの傾向がこれまで見られてきた。
こうして幼児が小学校に上がって、小１プロブレム
が生じる原因の一つに、幼児教育と学校教育の違いに
よる問題もあると考えられる。具体的な学習内容を学
ばせようとする小学校教育に対して、内容よりは好奇
心ややる気（動機づけ）を尊重する幼児教育との教育
観のズレによって生じる小１プロブレムである。
小学校では、幼児教育に類似の教育形態である「生
活科」を中心にして、新一年生に対して小学校教育に
慣れ親しんでもらおうという試みが行われている。こ
れまでは、小学校の側が幼児教育の現場を理解して、
その教育を取り込もうとする配慮がなされているのに、
幼児教育の側は、従来の保育の仕方を変更する意図が
ないように見える。
この状況を乗り越える一つの方法として、自然科学
や社会科学概念の基礎を、幼児たちの体を使って（五
感を使って）学ばせる原体験カリキュラム１）によっ
て、将来役立つ概念形成を行わせることが必要ではな
いだろうか。幼児たちが五感を使って考える基礎概念
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が、小中学校教育の中で学ぶ科学概念の言語的レベル
ではなく、行動的、映像的レベルでの認識として幼児
たちに定着していけば、言語的レベルでの理解も深い
ものになっていくだろう。
これまでのように、小学校教育だけが幼児教育の現
状に合わせるだけでなく、幼児教育の側からも小学校
教育の基礎的な部分、則ち、科学的基礎概念形成をさ
せることが必要ではないだろうか。この小１プロブレ
ムの問題で被害を受けているのは、当の幼児たちであ
ることは間違いないのであるから。
２．科学的概念とは
そこで科学概念について述べる。社会科学概念とは
幼児たちが大人になって、社会で起こる問題を考える
際、自分の行動を適切にコントロールし判断できるた
めの基本的な考え方である。それはある特定の政治思
想に基づくものではない。例えば、人間は歴史の中で、
誰でもが社会の中で対等であること、つまり性、貧富、
家柄や体力の違いを越えて、社会的存在として対等で
あるという考えを獲得してきた。こうした「社会的平
等」を幼児に身に着けさせることが保育の中で行われ
ることが望ましい。それは日常の保育で順番を守るこ
とや相手を助けること、場合によっては、じゃんけん
ゲームのように勝ったものが優先権があるということ
を学ばせることである。これらは通常の保育で行われ
ているが、保育者が「社会的平等の基礎」であること
を意識して保育しているかどうかは疑わしい。このこ
とをきちんと意識して保育すべきだと考えるのである。
また、自然科学概念とは、自然に関する規則性や共
通性の中で、その考え方を基にして、自然の世界を広
げ深化させていくことが期待されるものである。例え
ば、バラ科の花弁は５枚とか、アブラナ科は４枚など
の共通性は、それを基にして新しく出会った植物が、
どの科に属するかを判断できる。また、金属かどうか
をブーブーテスター（電気を通せば、ブーブーとなる。
但しカーボンなどの例外もある）で、金属か非金属か
を判断させることができる。新たに出会った事実を通
して、その概念の適否を確かめながら、更に適切な概
念に改良していく作業が行われていく。幼児たちに獲
得させる自然科学概念は、自然探検にも有用なもので、
自然を考える際に重要で基本的な考え方である。
本研究では、こうした自然科学概念のうち、植物の
「種の発芽と生長」に焦点化して、幼児たちにこうし
た概念形成ができるかどうか確かめることにする。
３．植物概念の「種の発芽と生長」について
植物も動物と同様に、子孫を残し、その子孫が広範
囲に繁殖していく戦略を採用している。こうした植物
の子孫を残そうとする仕組みが、被子植物の場合は花
になる。２）花は元来、葉っぱであり、その葉っぱが花
に代わったと考えられている。つまり子孫を残す機能
として、進化の過程で獲得してきたのが花なのである。
だから、原始的な花であるモクレンの花には、葉の構
造が花の構造の中にも見られるという。３）こうして花
が咲いた後には、雌しべの子房の中の胚珠に、雄しべ
の花粉から花粉管が伸びて受精して種ができる。日常
的な花の中には、花は咲いても種ができないものがあ
る。東北地方では、ジャガイモ、サツマイモ、ホテイ
アオイなどは花は咲けども種はできない。それらは、
気温が低いことから種になる条件が満たされていない
からである。
保育教材のイチゴの特徴を考えてみると、イチゴは
バラ科で五枚の花弁を持ち、私たちが食べている部分
は、花托が膨らんでいるところである。他の植物の
ように子房が膨らんで、それを食べているのではな
い。一見すると果実のように見えるので、偽果とも言
われる。表面についている黒い粒々が実であり、その
実の中に種がある。幼児は実と種の区別はできないの
で、種ということにする。だから、成熟して黒っぽく
なる実の天辺に雌しべの名残が見られる。花托の中に
は、それぞれの実（種）に栄養を送ってきた白い筋が
ある。また、イチゴは種（実）による繁殖方法だけで
なく、ランナーによっても増えていく。つまり二段構
えの繁殖方法で子孫を残していく。
幼児に植物概念の基礎を学ばせたい時、どのような
ことを学ばせることが必要だろうか。そのねらいのい
くつかを挙げてみる。
①　植物は、子孫を増やして広げようとする。その
手段の主な方法は種を作ること。
（芋、ランナーを伸ばす等の方法を採用するもの
もある）
②　種は花が咲いたところにできる。
③　種の芽が出る条件は何か。植物が成長する条件
は何か。
植物の基本概念の内容領域には、以上のものが考え
られるが、幼児には特に「植物は種を作って子孫を増
やす」こと、他に「発芽条件」と「成長の条件」の違
いを考えさせることが、必要ではないかと考える。
４．保育活動の検討
本研究では、イチゴという保育教材による植物概念
形成と同時に、幼児に保育者が、どのような働きかけ
をすることが望ましいかについても検討する。それを
保育者と幼児たちの保育活動を示す実践記録を対象に
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検討することにする。
保育活動では、保育者は幼児の行動をコントロール
しながら、幼児の内面的な成長を促すような思考の発
達に留意しながら、働きかける必要がある。そのよう
な幼児の内面的な思考を育てる働きかけには、どんな
特徴があるのだろう。
保育者の働きかけには、指示をしたり質問したりし
て、集団としての行動を行わせたり、質問に応えるな
どの場合もあることは当然であるが、それ以上に、幼
児の内面的な成長（アイディアを出す、疑問を出す、
新たな視点を持つ）を促す働きかけが必要であろう。
このような保育者の働きかけの違いと、幼児の反応の
仕方の違いについても検討する。
５．幼児の認識の仕方の特徴
前研究でも明らかになったように、幼児たちは五感
（体全体）を使って、学ぼうとする特徴を持っている。
私たち大人は、ブルーナーのいう３つの情報処理様式
を駆使して、色々な認識を形成している。行動を通し
てイメージを形成しながら考えるレベル、映像を中心
にして思考するレベル、言語を中心とした象徴的に思
考するレベルである。ピアジェは、こうした情報処理
様式について、行動レベルから映像的レベルへ、映像
的レベルから言語的な思考レベルへと思考の発達が起
こると考えている。しかし、前研究の結果から、幼児
たちの思考の実態は、こうした順序に従うというより
は、周りの環境にある絵本や童話、図鑑を利用しなが
ら、映像的イメージを膨らませ、それを言語的に表現
したり絵に描くなどの行動的処理を行うような、３つ
の情報処理様式をその場の状況に合わせて駆使してい
る筈である。本研究でもこうした幼児たちの情報処理
様式が示される可能性がある。
Ⅱ．方法
１．実践場所　附属大宝幼稚園
　　年長　ききょう組（計16名　男９名　女７名）
　　すずらん組（計16名　男８名　女８名）
２．指導計画
３．本研究で検討する植物概念の領域目標と保育目標
　（1）植物概念の領域目標
２名の保育者の実践記録が多いので、植物概念の
うちイチゴに関する領域に限定して検討する。その
領域とは、⒜果実（実や種）の仕組み　⒝生長の仕
方　⒞発芽の条件　⒟葉の仕組みである。それぞれ
の領域の下位領域を以下に記す。
　Ⓐ果実の仕組み
「果 実（実 や 種 ） の 匂 い」「果 肉 の 様 相 」「種
（実）がどれか」「種（実）に栄養を送る筋」「種
（実）の形と色」「種（実）の先の雌しべの跡」
　Ⓑ成長の仕方
「種（実）ができる前には花が咲く」「種から苗
や若葉が育つ」「葉が出て土の養分で成長する」「葉
が出てから種（実）がなる」
　Ⓒ発芽の条件
「発芽には水が必要」
　Ⓓ葉の仕組み
「葉の形」「双葉が出る」「葉がランナーを出す」
以上のような下位領域を考えたが、これらの下位
領域目標が同時に達成されるかは明確ではない。こ
の時期の幼児たちは、ピアジェの認識の発達段階の
「知覚直観 （表象） 期」に属することから、見た目
に引きずられて反応する可能性も高い。そうだとす
れば、見えない部分を推論したり予想する下位領域
目標は達成しにくいのに対し、直接見聞きできる目
標については、達成し易い可能性がある。
　（2）保育目標
保育活動の中で、保育者が幼児に働きかけ、それ
に幼児が反応する連鎖が保育である。そこで保育者
の働きかけの仕方と、幼児のそれへの反応の仕方の
分類を行って、分析する。この場合には、２名の保
育者がそれぞれの保育を行っているのであるが、本
研究では纏めた結果を対象とする。保育目標として、
幼児たちが自発的に考え、アイディアを出し、想像
力を高めるような保育者の働きかけが、本来必要だ
と考えられる。
そこで、以下に保育者の働きかけと、それに対す
る幼児の反応の違いの項目を示す。
実践　日時とタイトル ききょう組 すずらん組 備考
① ５月10日　イチゴの種の観察の相談 〇 〇 合同保育
② ５月12日　イチゴ種取り 〇 〇 合同保育
③ ５月17日　イチゴ種まき 〇 〇 合同保育
④ ６月１日　イチゴの種の様子 〇
⑤ ６月１日　どんな芽が出るのかな 〇
⑥ ６月12日～７月29日
　 発見！イチゴの芽 〇
⑦ ６月14日　イチゴの苗がやってきた 〇
（2）① ５月18日　米の苗植え 〇
（2）② ６月14日　どんな育て方がいいかな
　　どんな芽が出るかな？ 〇
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　Ⓐ保育者の働きかけの項目
「質問する」「確認や提案をする」「幼児の提案に
疑問を出す」「指示を出す」「幼児の発言を繰り返
す」「幼児の反応に応える」
　Ⓑ幼児の反応の項目
「応える」「アイディアを出す」「確認や説明す
る」「新たな視点で見る」「指示に従う」「疑問を出
す」
　（3）幼児の情報処理様式
幼児たちは、保育者との関わりの中で、行動、映
像、言語的な情報処理を、保育中に行っている可能
性がある。しかし、実際に保育活動の中で、これら
の情報処理を厳密に区別することは難しい。例えば、
イチゴをナイフで切ったりスプーンで削ったりする
際、幼児は行動し工夫しながら、そのイチゴの変化
を見ている筈である。それは映像的な変化を見てい
ることを示しており、そのイチゴの形や変化に従っ
て、次にどう行動したら良いかを考えている。そう
考えると、厳密に行動的、映像的情報処理の二つを
分離することはできない。また、そうした行動の変
化を言葉を介在して、保育者は幼児たちに話しかけ
ている。大雑把な指標として、３つの情報処理が関
わっているかどうかを確かめることにしたい。
４．仮説
　（1）イチゴの植物概念に関して
①　イチゴの植物としての特徴を理解することが
できるだろう。
②　発芽条件と生長条件の違いを理解するだろう。
③　目に見える植物概念と見えにくい概念には達
成の違いが生じるだろう。
　（2）保育活動に関して
①　 保育者は保育後の考察で、幼児の反応を中
心にしたものが多いだろう。
②　保育者の働きかけの違いによって、幼児の反
応にも違いが生じるだろう。
③　アイディアを出したり、疑問を出すなど思考
を産み出す働きかけ方は、保育活動の中で多く
はないだろう。
　（3）保育現場の情報処理に関して
①　言葉を中心にして、行動、映像の３つが絡み
合いながら、幼児の認識形成が行われるだろう。
Ⅲ．結果と考察
１．イチゴに関する植物概念の形成に関わる結果
　Ⓐ果実（実や種）の仕組み
　　⒜ねらいとその達成（表１－１）
「果実（実や種）の匂い」、「果肉の様相」、「種
（実）がどれか」、「種（実）に栄養を送る筋」、「種
（実）の形と色」、「種（実）の先の雌しべの跡」な
どへの認識が達成されたか。
・実践②で、「果実（実や種）の匂い」について
は「甘い匂い！酸っぱい匂い！いつもの匂い」
などと反応している。「果肉の様相」について
は、色が果肉の部分で違うことを認識している。
また下のヘタ部分には雄しべの名残があること
を知る。「種（実）がどれか」については、既
に絵本でイチゴの種（実）がどの部分かを知っ
ているので、それを前提に保育が進行している。
「種（実）に栄養を送る筋」については、ある
幼児の本からの知識で種（実）に繋がる筋があ
ることを知らされて、クラス全体が確認してい
る。しかし、それが種の栄養の補給だとは分
かっていない。「種（実）の形と色」について
は、形は単なる丸でなく先が細くなっている
と認識されたが、種（実）の色は色々あるこ
とに終始している。事実はその通りだが、「種
（実）の成熟」の観点から、緑や茶色の色が、
最終的には黒くなることを説明すべきであった。
「種（実）の先の雌しべの跡」については、あ
る幼児が発見した事実を、他の幼児に話して共
表１　植物概念各領域が認められた実践記録番号
実践記録
植物概念領域
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ２① ２②
⒜果実（実や種）の仕組 3 1 1
⒝生長の仕方 1 1 1 2 4 1 1 1
⒞発芽の条件 1 1 1 4 1
⒟葉の仕組み 1 1 3
⒜～⒟は、実践記録中に示されている。
表１－１　「果実の仕組み」の下位領域達成の有無
「果実の仕組み」の下位領域 有無
果実（実や種）の匂い 〇
果実の様相 〇
種（実）がどれか 〇
種の栄養を送る筋 △
種（実）の形と色 △
種（実）の先の雌しべの跡 〇
〇達成　×未達成　△未定
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有している。
・実践４では、「種（実）の形と色」の種（実）
の色の時間的経過に伴う変化に注意を向けさせ
ているが、その事実の確認がきちんとなされな
いままになっていた。
・実践（2）①では、稲の実や種の匂いの確認を
行って、幼児たちは無臭であることを確認して
いる。イネの種が匂うかをイチゴとの比較で検
討させていたかは定かでない。
　　⒝保育の効果
・実践②で、「果実（実や種）の匂い」、何度も確
認する作業が行われており、その認識の定着が
行われている。「果肉の様相」については、果
肉のそれぞれの部分の色の違いにかなりの時間
を割いているが、それ程必要があったのかは疑
問が残る。「種（実）に栄養を送る筋」につい
ては、種（実）を充実させるために栄養を送
る筋なので、そこをきちんと押さえたかった。
「種（実）の形と色」については、形について
は、きちんと幼児たちに認識させているが、色
の変化については、イチゴの果肉表面のどの部
分の種（実）かで、成熟の違いが生じること
を知らせたかった。「種（実）の先の雌しべの
跡」については、花の名残等の説明があれば、
良かった。
・実践④では、５月12日から６月１日までの種
（実）の色の変化なのだが、「種（実）の成
熟」の観点で、きちんと説明したかった。幼
児からの「水をあげなくてもよい」「お日様が
いっぱい当たったよの合図」との反応を、きち
んと否定する必要があったのではなかったか。
　Ⓑ成長の仕方
　　⒜ねらいとその達成（表１－２）
「種（実）ができる前には花が咲く」「種から苗
や若葉が育つ」「葉が出て土の養分で成長する」「葉
が出てから種（実）がなる」
・実践①で、「種（実）ができる前には花が咲
く」かについて、保育者は質問しているが保留
されたままで、認識までには至っていない。
・実践②で、幼児の一人が「種から苗や若葉が育
つ」「葉が出てから種（実）がなる」という発
言をしている。５月10日に「種を蒔いてみる」
と12日に「葉っぱが出てきて、イチゴができた
よ」と発言した子が同一人かどうかわからない
が、実際にやってみた結果なのかどうかは分か
らない。しかし、こうした発言が幼児たちの生
長についての認識を持たせることに作用したこ
とが考えられる。
・実践③では、「葉が出て土の養分で成長する」
については、砂場の砂と畑の土を比較しなが
ら、生長への効果の違いを考えさせている。し
かし、保育の後半で発芽と生長条件が混乱して、
生長の必要条件がはっきりしないままとなって
しまった。生長に土が必要かどうかが明確にな
らなかった。
・実践④では、ある幼児が「夜にイチゴの芽が出
て、イチゴができる」と発言している。「芽が
出て、葉が出て、花が咲いてイチゴになる」と
いう生長の過程は理解している可能性はあるが、
「夜に芽が出て明日にはイチゴができる」と時
間的な長さには無頓着である。保育者は「明日
芽が出るのか」と尋ねると、「明日出る」と答
えている。しかし、生長の過程については認識
していると考えられる。
・実践⑤では、種から芽が出てくる様子を幼児
たちに想像させている。「小さい芽が出て大き
くなってイチゴになる」「しゅっしゅって葉っ
ぱが生える」「一本の茎からたくさんの葉が出
る」と発言している。これらの反応から、大ま
かな成長に関する認識は持っている。
・実践⑦では、「苗」という言葉に焦点を当てて、
種（実）と葉の関係を知らせている。そして、
イチゴのランナーも見せて、生長の仕方の一端
を分からせている。種（実）と葉、生長の仕方
であるランナーとの関連が理解された可能性が
ある。
・実践２（1）では、稲の場合の苗と種の関係を分
からせている。イチゴの苗と稲の苗の種類の違
いを越えて、共通する種と苗の関連によって
「種から苗や若葉が育つ」生長の過程を認識さ
せている。
・実践２（2）では、今度は野菜や果物などについ
て、どこで大きくなるか、どういう条件が成長
に必要だろうかと考えさせている。幼児たちは、
畑の土が栄養があると考えて、殆どの幼児が畑
の土が必要だという認識を持っている。
表１－２　「成長の仕方」の下位領域達成の有無
「成長の仕方」の下位領域 有無
種ができる前に花が咲く △
種から苗や若葉が育つ 〇
葉が出て土の養分で成長する 〇
葉が出てから種（実）がなる 〇
〇達成　×未達成　△未定
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　　⒝保育の効果
・実践①で、「種（実）ができる前に花が咲く
か」について、もう少し質問を詰めた方が良
かった。種ができるものの前には花が咲く。ま
た花が咲いても種ができないものもあるかどう
か、幼児たちに問いかけることが必要ではな
かったか。質問するだけで流していってしまっ
たのは勿体ない感じがする。
・実践②では、一人の幼児の発言を、本当に植え
てイチゴができたかどうかを確かめるべきだっ
た。「葉が出てイチゴができる」という実際の
時間経過ではないから、家庭で親たちの話を聞
いて、それを発言している可能性がある。そう
したことも確かめることが必要でなかったか。
・実践③では、保育者自身が、発芽条件と生長
条件の区別が明らかでなかった可能性がある。
また、農家や自宅のプランターでの栽培の時、
きっと肥料を埋め込んだり、化成肥料の粒など
を蒔いたりしている筈で、そんなことも話題に
して、土がなくても工場で野菜やイチゴなどを
育てている場合もあるなどを示すと、単なる土
が必要というだけでない保育展開ができたので
はないか。
・実践④では、生長過程は分かっているが、その
期間の認識が誤っている。保育者はそれに疑問
を持たせずに、そのまま受け入れてしまってい
る。これは間違った考えを強化してしまう恐れ
がある。その時にも、疑問を投げかけてみる必
要はなかったか。
・実践⑤では、芽が出る様子を想像させているが、
芽が出て葉が出ることについては認識している。
イチゴの着き方の予想は多様である。それが実
際にどうなるかについて観察させるか、図鑑や
映像などで確認する必要があるかもしれない。
想像力を働かせるのは、ある事実をきちんと押
さえた上で、行わせることが必要だと思う。そ
して想像を、もう少し限定して行わせることも
必要でなかったか。
・ 実 践 ⑦ ２ ① で は、「苗 」 に 焦 点 化 し て、 種
（実）と葉などを関連させたことは有効だった。
まずイチゴで、その生長について理解させ、次
に稲についても同様に理解させたことは、種
（実）から苗（葉を出し）となり、生長してい
く一般的過程を理解させる焦点事例としての意
味合いがある。
・実践２②では、生長に必要な条件について、他
の野菜や果物について考えさせようとしている。
幼児は前述のように土が必要だとの土着の認識
を持っており、それを覆すまでには保育が展開
されていない。
　Ⓒ発芽の条件
　　⒜ねらいとその達成（表１－３）
「発芽には水が必要」が達成されたか。
・実践③では、土による発芽とキッチンペーパー
による発芽の実験をするように提案している。
「発芽には水が必要」の部分については、幼児
たちがどう考えているか示されていない。
・実践④では、「発芽には水が必要」について、
幼児たちは種（実）が黒くなってきたことをお
日様が当たったことが原因と考え、もう水をあ
げなくて良い印だと考えている。種（実）の色
と発芽条件を絡ませて、発芽のために水は十分
で、もうあげなくて良いのだと考えてしまって
いる。
・実践⑤では、「発芽には水が必要」かで、「イチ
ゴの芽がなかなか出ないね」との保育者の問い
かけに、幼児から水をあげ過ぎたからではない
かとの反応が見られた。発芽には水をあげ過ぎ
ては駄目という土着の認識を変えられないまま
になっている。
・実践⑥では、ここでも芽が出たイチゴと出ない
イチゴの違いについて、水をやり過ぎたのでは
ないかという幼児の反応が見られる。水は必要
だが、水の量が発芽に関係があるのではないか
と理解している。また保育者の方もその意見を
認めつつ疑問を出しているが、幼児たちはその
考えを変えてはいない。
・実践２②では、「土がないところに種を蒔いた
らどうなるか」と、野菜や果物に関して問いか
けているが、「芽が出ない」「種が死んじゃいそ
う」などの反応があり、土は必要ないことが理
解できていない。
　　⒝保育の効果
・実践③では、土とキッチンペーパーでの発芽の
比較を実験で確かめようとしているが、キッチ
ンペーパーでも芽が出るかどうかについて、幼
児に問いかけて意見をあげさせた方が良かった
のではないか。
・実践④では、種の成熟と発芽の条件が混乱して
表１－３　「発芽の条件」の下位領域達成の有無
「発芽の条件」の下位領域 有無
発芽には水が必要 ×
〇達成　×未達成　△未定
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いる様子なので、お日さまが当たると水に関係
なく種が成熟することと、発芽には水が必要な
のかを分けて理解させることが必要だったので
はないか。
・実践⑤では、水のあげ過ぎについては、あげ
過ぎて発芽できないとは考えられないが、キッ
チンペーパーでは、種が水に完全に被われてし
まうと、種が息ができずに死んでしまうこと
で、発芽しないことになる。幼児たちの反応に
は、水のあげ過ぎ発言には、そうした部分も含
まれている可能性があるが、保育者から息がで
きないから死ぬのではないか等の展開もあって
良かったのではないか。
・実践２②では、「発芽には水が必要」だけを知
らせたいが、発芽条件と生長条件についての区
別がつかないままであった。種には自分で芽
が出て、少し育っていくだけの栄養（弁当）を
持っていると考えさせれば、土が必要だとの意
見に疑問を持たせることができたのではないか
と思われる。
　Ⓓ葉の仕組み
　　⒜ねらいとその達成（表１－４）
「葉の形」「双葉が出る」「葉がランナーを出す」
の理解がされたか。
・実践⑤では、「双葉が出る」について、「小さ
い芽が出て双葉が出ると思う」と発言している
幼児もいた。双葉は栄養分を含んだ葉で、双子
葉植物では出てくる葉である。こうした認識を
持っている幼児もいる。
・実践⑥では、「双葉が出る」について、幼児た
ちは出てきた芽の中に双葉の確認を行っている。
・実践⑦では、「葉の形」が周りがギザギザであ
ること、「葉がランナーを出す」ことで、株の
増え方も含めて葉の特徴を理解している。
　　⒝保育の効果
・実践⑤では、双子葉植物と単子葉植物（稲な
ど）を区別をさせても良かったのではないか。
幼児の貴重な発言を、もう一つ踏み込んで見た
方が良かった。
・実践⑥では、葉っぱが二枚ついていることの観
察結果を、保育者が繰り返して駄目押ししてい
る。これについては良かったのではないか。
・実践⑦では、葉っぱの形、葉っぱの周りの特徴、
ランナーについて、保育者が注視するように指
示して、確認させている。このことは良かった
と思われる。
２．保育活動について
①考察に見られる内容の分類
保育者が保育活動を行った後に行う考察は、その
保育者の関わった保育の問題点の把握を示したもの
と考えられる。行った保育を反省し評価することで、
次の保育へつなげるための重要な作業と言える。本
研究での保育者は、その際、どのような視点で保育
を眺めていたかの概略を示すこととする。以下の表
は、「幼児の反応」と「保育目標と幼児の反応」の
どちらを主に記述しているかの表である。
表２－１の結果から、保育者は「幼児の反応」を
中心として考察していることが分かる。また保育目
標との関係で幼児の行動を示されているものもある
が、意識的に書かれたというよりは、幼児の反応の
仕方との関係で示されているに過ぎない。このよ
うに、保育者の考察では、「幼児の反応」が中心で、
「保育目標と幼児の反応」を連動して考えていない
ことが見て取れる。
　　②全実践の保育での合計反応数
保育者が２名で、それぞれの保育の特徴があるも
のの、保育の働きかけと幼児の反応について纏めて
結果を検討する。保育者の働きかけにはいくつも考
えられ、そのレベルの違いも色々あり得るものの、
そのことを考慮せずに、便宜的に６項目を考えた。
それは、「質問する」「確認や提案する」「幼児の提
案に疑問を出す」「指示を出す」「幼児の発言を繰り
返す」「幼児の反応に応える」である。また幼児の
反応についても、「応える」「アイディアを出す」
「確認や説明をする」「新たな視点で見る」「指示に
従う」「疑問を出す」の６項目を考えた。
表１－４　「葉の仕組み」の下位領域達成の有無
「葉の仕組み」の下位領域 有無
葉の形 〇
双葉が出る 〇
葉がランナーを出す 〇
〇達成　×未達成　△未定
表２－１　保育者の考察に見られた内容の分類項目
実践記録
考察の記載内容
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ２① ２②
幼児の反応 〇 〇 〇 〇
保育目標と幼児の反応 〇 〇 〇 〇 〇
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表２－２の結果から、保育者の働きかけ方法では、
多い方から「質問する」「指示を出す」「確認や提案
をする」「幼児の反応に応える」の順となっている。
次に「幼児の発言を繰り返す」「幼児の提案に疑問
を出す」が続いている。これらから、保育者が保育
の主導権をもって、保育を行っている様子が見て取
れる。それに対して、幼児の反応では、「応える」
が圧倒的に多く半数以上となっており、「確認や説
明する」「指示に従う」がそれに続いている。「アイ
ディアを出す」「新たな視点でみる」「疑問を出す」
などの反応数は少ない。このように、保育者の質問
や指示に従う幼児の反応という保育者の働きかけと
幼児の反応が一体となっている。
しかし、保育者の働きかけには、「確認や提案す
る」「幼児の提案に疑問を出す」「幼児の発言に応え
る」などがあるが、これらが幼児の個人の発想や疑
問を誘発するなどの反応を引き起こす傾向が見られ
る。幼児が知っていること（知識）を単に表現する
こととは異なり、意見交換など自分の考え方を尋ね
る働きかけだからではないかと考えられる。こうし
た働きかけを増やすことが、幼児の思考を深めるこ
とに繋がるのではないか。これらの結果から、幼児
が主体的に活動しながら、科学的な認識を持たせる
ための保育者の働きかけのありかたの方向性が見え
てくるのではないだろうか。
　
３．情報処理様式が使用された種類別結果
各実践の中で、幼児たちが行動して考えている場
面、イチゴの観察や絵本、絵を描くなどの視覚的な
イメージを操作している場面、保育者と言葉を介し
て情報交換をしている場面などがある。保育場面で
は言葉のやりとりが中心で、それを補強するのに、
視覚的な情報を駆使したり、行動することで場面を
展開していく場面が多いと考えられる。保育場面で
は、単一のレベルの情報操作や処理だけが行われて
いることはないと考えられる。
そこで、実践記録の中で、ことばを補強する部分
である行動的、映像的な部分がどの位見られるかに
ついての結果を見ることにする。
表３の結果から、全保育場面で、保育者と幼児た
ちがことばを介して意見交換が行われていること
は明らかである。そして、実際には、イチゴの種
（実）、苗などの実物の視覚情報を使用して、それ
を切ったりくり抜いたり植えたりする行動を伴いな
がら、保育が展開されている。このように言語的、
映像的、行動的情報処理様式が、単一ではなく、い
くつかの情報処理が複合的に機能しながら行われて
いることが、どの実践記録でも認められる。
４．イチゴの種に関する実践記録　（①～（2）②）
①５月10日（火）降園時　「イチゴの種の観察の相
談」の実践記録　（実践者　大滝）（春の自然の本
を読む）４）
Ｔ：昨日のお散歩でもいろんな色の花を見つけたねっ
てききょう組のお友だちと話してたんだ。成美先
生とＲちゃんとＳくんで白くてこのくらいの花を
見つけたんだ（指で丸を作る）見つけた人？　
Ｃ：はーい！
Ｃ：それイチゴでしょ？Ⓐ
Ｃ：イチゴみたいな花？　あれ？（以前見たイチゴの
絵本を指差す）５）
Ｔ：近くにいたおじさんはイチゴだよって教えてくれ
たんだけどね。ほんとかなって思って。そこで成
表２－２　保育者の働きかけと幼児の反応の項目別反応数（率）
幼児の反応
保育者の働きかけ
応える アイディアを出す
確認や説明
する
新たな視点
で見る 指示に従う 疑問を出す
計
（行分布％）
質問する Ⓐ64（98） Ⓑ 1（ 2） 65（48）
確認や提案する Ⓓ 8（44） Ⓔ 1（ 6） Ⓕ 3（17） Ⓖ 2（11） Ⓗ 2（11） Ⓘ 2（11） 18（13）
幼児の提案に疑問を出す Ⓙ 2（33） Ⓚ 1（17） Ⓜ 3（50） 6（ 4）
指示を出す Ⓝ 5（25） Ⓞ 5（25） Ⓟ 8（40） Ⓠ 2（10） 20（14）
幼児の発言を繰り返す Ⓡ 6（50） Ⓣ 5（42） Ⓦ 1（ 8） 12（ 9）
幼児の反応に応える Ⓧ 6（35） Ⓨ 1（ 6） Ⓩ 6（35） ⓐ 2（12） ⓣ 2（12） 17（12）
計（列分布％） 　91（66） 　 4（ 3） 　19（14） 　 7（ 5） 　10（ 7） 　 7（ 5） 138 　　　
Ⓐ～ⓣは各項該当数（％）
表３　情報処理様式別の出現の有無
実践記録
情報処理様式
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ２① ２②
行動（ふるまう） 〇 〇 〇 〇 〇
映像（視覚） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
言語（ことば） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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美先生、この間イチゴの本を見てずっと気になっ
ていたんだけど（絵本を見せて）イチゴの種って
本当に花が咲くのかな？⒝　どう思う？
Ｃ：咲く　咲かない　（口々に言う）Ⓐ
Ｔ：だからさ　皆で実験してみようと思うんだけど、
どうかな？　
Ｃ：いいよーⒶ
Ｔ：先生　イチゴ持って来るから楽しみにしててね　
Ｃ：先生　ぼくお家で種蒔いてみるねⒹ
＜保育者の考察＞
・以前の合同保育の際にイチゴについての絵本を読み、
「育ててみたい」と子どもたちと話をしていたため、
スムーズに話が進んだと思う。
・また散歩の活動でも丁度イチゴの花を見つけた為、
活動に繋がりを持つことができたと思う。
・しかし偶然が重なった活動だった為、意図的に環境
を構成していくことも必要だと感じた。
②５月12日（木）「イチゴの種とり」の実践記録
（実践者　大滝）
Ｔ：この間、イチゴの種の話をしたでしょ？　そこで
今日は、イチゴを持ってきました！
Ｃ：僕、家でやってみたよ　
Ｔ：どうだった？　
Ｃ：葉っぱが出てきて、イチゴが出来たよ！⒝
Ｔ：ほんとに？　凄ーい！ⒾⓏ
Ｃ：良い匂いする！　良い匂ーい！　美味しそう！⒜
Ｔ：（ラップを取りながら）皆に良い匂い届くかな？　
Ｃ：良い匂い♥
Ｃ：来なーいⒶ
Ｔ：じゃあ、順番こで匂いを嗅いでみよう！（イチゴ
のパックを子どもたちに渡す）
Ｃ：まだー？　食べたくなってきたね！　甘い匂いし
た！Ⓟ（イチゴのパックが全員に渡る）
Ｔ：さあそれでは、どんな匂いがした？
Ｃ：甘い匂い！　酸っぱい匂い！　いつもの匂い！Ⓐ　
（口々に言う）
Ｔ：いつもの匂いってどんな匂い？
Ｔ：普通の匂い！　良い匂い！Ⓐ
Ｔ：良い匂い。何だか食べたくなる匂いがしてきまし
たね。さあ、早速種を取りたいと思います。
Ｃ：どうやって？Ⓘ
Ｔ：どうやって取ったら取れるかな？　一個ずつ一個
ずつ指で取る？　
Ｃ：うんん　それだと時間がかかるⒾ
Ｔ：そうだね　それだと時間がかかるし、何だか取れ
ないみたいだよね
Ｃ：じゃあ　掘って取ったら？　
Ｃ：じゃあ　干して取ったら？　
Ｃ：食べて取る？Ⓔ
Ｃ：えー！（驚きと笑い）
Ｔ：これ種かな？　ペッてするの？　
Ｃ：えー　（笑い）
Ｃ：切ったら？Ⓚ
Ｔ：Ｋくんが切ったら？だって　
Ｃ：良いよ（口々に言う）Ⓐ
Ｃ（Ｙ）：切って筋から取る
Ｔ：切って取るのはどう？って言ってたけど皆どう？　
Ｃ：良いよーⓇ
Ｔ：じゃあそれでは早速…
Ｃ（Ｙ）：切って綺麗な筋見てから　
Ｔ：Ｙくんが言ってる筋ってなーにー？
Ｃ：分かんないⓇ
Ｃ（Ｙ）：イチゴの中に入ってる
Ｔ：え！イチゴの中に筋があるんだって！　
Ｃ（Ｙ）：うん　食べると見えるⓉ
Ｔ：ここから切ったら良いんじゃない？Ⓝ　（クラス
ごと呼び、机の周りに移動をする）
Ｔ：はい　じゃあそれでは皆見えますか？　
Ｃ：見えなーい　見える！（口々に言う）Ⓝ
Ｔ：さあそれでは　まず　
Ｃ：葉っぱをとる！Ⓝ
Ｔ：ヘタを取ります（ヘタをスプーンで取る）
Ｔ：ねえ何かさ　ヘタの下にない？　赤いのはイチゴ
だけど　ヘタの下にだよ　
Ｃ：白ーいⒶ
Ｔ：白いのもあるけど　何かさー　
Ｃ：これさ　あのさ　種みたいなⓂ
Ｔ：何か虫の触覚みたいに見えない？（みんなにへた
を見せる）
Ｃ：あー！　触覚！　何かここにも黒いのある⒜Ⓜ
Ｔ：みんな見えたね　さあ　それでは早速種を取りた
いと思いますが　
Ｃ：どうやってとるの？Ⓠ
Ｔ：切るといいねって言ってたね　さあ　切りたいと
思いますがーⒼ
　　問題　イチゴの中は何色でしょうか？　
Ｃ：赤ー　白ー　白とピンクーⒶ
Ｔ：白だと思う人？　
Ｃ：はーいⒶ
Ｔ：赤だと思う人？　
Ｃ：はーいⒶ
Ｔ：ピンクだと思う人？
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Ｃ：はーいⒶ
Ｃ：白と赤
Ｔ：白と赤だと思う人？　
Ｃ：はーい（多め）Ⓐ
Ｔ：白と赤が何だか一杯ですね　それでは早速　切り
たいと思います
Ｃ：種が切れないように
Ｔ：だね　種を切ったら大変だねⓌ
Ｃ：なんか　水が出てる　種は丈夫だから切れないで
しょ
（実を半分に切り、子どもたちに見えるようにする）
Ｔ：３
Ｃ：２・１　ぱかっ！！　はは　いぇーい！
Ｔ：何色ですか？
Ｃ：白ー！　赤　白と赤　白っていうことだ
Ｔ：何だかさ　よく見てみると真ん中
Ｃ：穴が空いてる　こっちもだ！Ⓞ
Ｔ：穴があいてるね　
Ｃ（Ｈ）：何か　ぴーってなってる
Ｔ：Ｈくん何？　
Ｃ（Ｈ）：何か　真っ直ぐの線が繋がってて、それが
Ｙくんの言ってた筋なんじゃない？Ⓣ
Ｔ：何かさ　中をよーく見てみると白い線がさ書いて
あるんだって　見える？　
Ｃ：見える（口々に言う）
　　それが筋って言うんだよ　縦と横に切ってみる！　
（全員に見せる）Ⓣ
Ｔ：さあそれではお楽しみ　種を取りたいと思います　
　　種を取りたいんだけれども　もう一つみんなにク
イズ
　　昨日先生気づいてしまいました　イチゴがあるよ
ね　イチゴの中は？
　　白とか赤とかピンクだったんだよね
　　じゃあ問題　イチゴの上の種の部分を皮むきみた
くムキムキっと削り取ったら、残った部分は何色
になるでしょうか？　
Ｃ：ピンク色　白　赤　赤だけになる　分かんない
（口々に言う）Ⓐ
Ｔ：白いイチゴのなると思う人？　
Ｃ：はーいⒶ
Ｔ：赤いイチゴになると思う人？　
Ｃ：はーい（一人手を上げる）Ⓐ
Ｔ：ピンクになると思う人？（ちらほら手が上がる）
Ⓐ
Ｔ：分かんないと思う人？　
　　（何人か手が上がる）Ⓐ
Ｔ：じゃあムキムキむいてみたいと思います
Ｃ：白だよ　白と赤だよ　分かんないよ（外側を削っ
ていく）
Ｃ：あ見えた
Ｔ：剥いていくと　じゃん！　何だか　
Ｃ：種みたい　（イチゴを見せる）Ⓖ
Ｃ：うわあー　白！
Ｔ：白だけ？　
Ｃ：白と赤！Ⓐ
Ｔ：白と赤でどんな感じになってる？　
Ｃ：何か　綺麗な感じ　水玉（順番に近くで見せる）
Ｃ：うわあ　ブツブツがある　白いの　白いブツブツ
ある　そろそろ実験してみたい
Ｃ（Ｒ）：白いブツブツって種に繋がってるⒶ
Ｔ：え？！
Ｃ（Ｒ）：種と繋がってるんじゃない？
Ｃ（Ｈ）：種と繋がってるならさ　種の紐切っちゃっ
た？
Ｃ（Ｙ）：あれ筋だよⓏ
Ｔ：何かＹくんがこの白いのはさ　このイチゴの種に
つながっているんじゃないだって
Ｃ：じゃあ　手で取る？ⓣ
Ｔ：何かこれも実験で調べられたらいいよね
Ｔ：じゃあそれではお待たせしました　種を取りたい
と思います
Ｃ：黄色い種だ　　ほんとだ黄色い種！Ⓞ
Ｔ：それでは皆で一緒に種が取れたら良いんだけれど
も狭いので、分かれて取りたいと思います（３か
所に移動する）（イチゴを配る）（テーブル毎、種
をスプーンで取るように話をする）（イチゴの実
から種取りをする）Ⓟ
Ｃ：取れるかな？
　　376個位あるんじゃない
　　種とったー！
　　１回でこんなに時間
がかかる
　　もう一回出来ると良
いんじゃない？
　　白いところ見えた　
取れたこれ！
　　小っちゃくて見えない
　　10個くらいとれた
Ｔ：じゃあ、あと一人１回したらお終いにしよう
　　だんだんお終いにしよう（最初の場所に集まる）Ⓟ
Ｔ：さあそれでは皆がね　種を取ってくれました
　　種を取ったイチゴは白かったりピンクだったり筋
が見えてたりしましたね
　　皆が取ってくれた種をちょっぴり乾かしてから蒔
図１　種取り１
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きたいと思いますⒻ
Ｔ：さあもう１つ　ここにチラシがありますね
Ｃ：ちょっぴし匂いした
Ｔ：何の匂いがしたの？　
Ｃ：イチゴの匂い　イチ
ゴはこれだよⓍ
Ｔ：良い匂いがする　
Ｃ：僕も良い匂いがする
Ⓓ
Ｔ：なぜ良い匂いがするのか
と言うと
Ｃ：イチゴがくっついた
から
Ｃ：イチゴのチラシだか
らⒹ
　　（チラシをめくっていく）
Ｃ：イチゴが描いてある
の？　ないねー
　　（チラシを開き続ける）
Ｔ：じゃーん！
Ｃ：え ！ー！　イチゴの種
Ｔ：イチゴの種があったのです
Ｃ：やっぱりかあⒹ
Ｔ：だからイチゴの匂いがしたんです　
　　このイチゴの種も今日は取りたいと思います
Ｃ：誰が取ったの？　すごい　イチゴの匂いⓆ
Ｔ：種を見るチームと種を取るチームに分かれたいと
思います（クラスごと呼び、イチゴの種を取る）　
どんな風になっているかな？　よく見てみてね
Ｃ：黒いのがある　もう固まってるよ　これが種な
の？Ⓝ
　　（種の取り方の説明を聞き、取る）（集まる）
Ｔ：それでは皆で種を見たり、種を取ったり匂いをか
いだり実験してみたりして、次の実験が始められ
そうですね　
　　今日、イチゴの種を取ってみて何か気づいたこと
があった人？　
Ｃ：イチゴが良い匂いがした
Ｃ：イチゴの種を取ると良い香りがした
Ｃ：気づかなかった
Ｃ：イチゴの葉っぱの下が良い匂いだったⒶ
Ｔ：匂いの他に触ったり種を見たりした時に気がつい
たことがある人？　
Ｃ：イチゴの種触ってさ　イチゴの粒々取るのが難し
かったⒶ
Ｔ：皆はどうだった？　
Ｃ：簡単だった　普通だったⒶ
Ｔ：まだまだ触って気がついたりしてこととか分かっ
たこととかいっぱいあったけれど、Ｙくんから
とってもいいお話が聞こえてきました
　　種　よーく見てみた人？　種何色だった？　
Ｃ：黄色　白　黄色とか緑　茶色　黄緑　こげ茶色Ⓐ
Ｔ：何だかイチゴの種って１つの色じゃなくていろん
な色の種があるみたいだね
　　そして何と　イチゴの種どんな形だか見た？　
Ｃ：見た　丸　こんな形（手で形をつくる）　点々の形
　　米粒みたいな形　水玉みたいな形　小っちゃくて
丸い形⒜Ⓐ
Ｔ：イチゴの種の形　どんな形だか皆の手で作ってみ
て　
Ｃ：こういう形（手で形を作り見せる）Ⓝ
Ｔ：丸い形じゃなくて　先っぽがとんがってる形みた
いだね　
Ｃ：で下が丸いの　下が細丸だったⒹ（絵に描いて見
せる）
Ｔ：こんな形？
Ｃ：うんⒶ
Ｔ：Ｙくんここの種の先っぽから何かあったの？
Ｃ：茶色い棒⒜（絵に描いて見せる）
Ｔ：こんな感じでついてたんだって
Ｃ：ぼくもそれ見つけたⓍ
Ｔ：見つけた人？　
Ｃ：はーい（ほとんどの子が手を挙げる）
Ｃ：見つけられなかったⒶ
Ｔ：じゃああとでもう１回ゆっくり見てみよう　
　　みんながいっぱい見つけたことは頭の中にイン
プットしておくだけだと忘れてしまうので先生が
紙に書いて
Ｃ：（話の途中に）その種には筋がつながっている
Ｔ：そうだったね　
　　他にも見つけたことがあったら先生に教えて下さ
いⓍ
　　今度はこの種からにょきにょき根っこが出て、
にょきにょきぱっ！とお花が咲いたりするかもし
れませんのでみんなで見ていきたいと思います。
それでは今日の実験はこれでお終いです。
＜保育者の考察＞
・以前から繰り返し話をしていた活動だったので、子
どもたちも楽しみながら活動に参加をしていた。活
動がすすむにつれ、子どもたちの反応が大きくなっ
ていった。
・種取りの活動をすぐするのではなく、一人一人が
触ったりにおいをかいだり観察をしたりしたことで、
子どもたちが自分で気づいたことや考えたことをつ
図２　種取り２
図３　種取り３
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ぶやいていた。
・子どもたちの気づきから、さらに調べてみたいこと
も増えたため、子どもたちと調べていきたい。
③５月17日（火）「イチゴの種まき」実践記録
　（実践者　佐々木　大滝）
Ｔ：今日はみんなが取ったつぶつぶの種を蒔くよ　ど
こに蒔く？
Ｃ：畑！　土！Ⓐ
Ｔ：ジャガイモを植えた時ってどうしんたっけ？　土
の上に置いたんだっけ？
Ｃ：うんん　中に入れたⒶ
Ｔ：土がお布団の代わりになって　あなぽこの中に種
を入れて土をかぶせたね
Ｔ：ちゅうりっぷの球根の時は　何の中に入れたの？　
Ｃ：土Ⓐ
Ｔ：育つためには土がいるのかな？⒝　でも砂場には
草がないよね　何でかな？
Ｃ：草が生えると遊べないから！Ⓐ
Ｔ：砂場の土はどんな感じ？
Ｃ：さらさら
Ｃ：触ったら山が作れるⒶ
Ｔ：さらさらだし　篩にかけると石だけになるよね。
それに砂場の砂はいつもみんなが遊んで混ぜたり
触ったりしているよね。　みんなが草だったら　
ぐるぐる混ぜられたり触られたりする場所に住み
たいと思う？
Ｃ：思わないⒶ
Ｔ：だから草さんも砂場はいつも混ぜたり触ったりし
ているからできないと思っているのかな？　じゃ
あ　畑の土は？
Ｃ：かたまってる　ちょっとだけかたくて気持ちいい。
黒い　白い土Ⓐ
Ｔ：じゃあ　畑の中で砂遊びしたことがある人？　
（いない）Ⓐ
Ｔ：畑の土で　泥団子作りしたことがある人？　
Ｃ：はーい　（何人か手を挙げる）Ⓐ
Ｔ：畑の土に水を入れると　ねちょねちょになるよね。
砂場の砂に水を入れるとどろどろになるよね。畑
の土には栄養があるから野菜が大きく育って食べ
られるようになるんだよ！　今日はみんなが真ん
中組の時、ひまわりを植えた時に使った栄養たっ
ぷりの土を持ってきました。そこに種さんを入れ
て土のお布団を掛けたいと思います
　　そしてイチゴは育つパワーがたっぷりだから、土
じゃなくても育つと思わない？
　　土で芽が出ると思う人？　
Ｃ：はーい（多くの子が手を挙げる）Ⓐ
Ｔ：土がないところでも芽が出ると思う人？
Ｃ：はーい（何人か手を挙げる）
Ｃ：土がないとパワーダウンするからⒶ
Ｔ：先生も分からないけど、みんなで今日から育てて
みたいと思います
Ｔ：育たないと思う人もいるけれども２つの育て方を
したいと思います（キッチンペーパーを見せる）　
一体どっちの芽が出るのか実験をしたいと思いま
す⒞（土を見せる）
Ｃ：見える！　見えない！　種小さくて虫みたいⒽ
　　（イチゴの種を蒔く）
　　（種まき後）
Ｔ：イチゴさんの種が土のお布団と土じゃないお布団
で寝ていますⒻ
　　明日芽が出るのか分からないけど　イチゴさんは
いつも見ているので皆で水をあげて大きくなった
かなと様子を見て皆でお世話をしていきましょう　
　＜保育者の考察＞
前回子どもたちと一緒にイチゴの種を見たが、改め
てじっくりと観察をする姿が見られ、種の小ささに驚
き戸惑っていた。種が濡れていた為、取りにくそうに
していたが優しくとり、種をまくことができた。これ
から子どもたちと水やりをしながら様子を観察してい
きたい。
④６月１日（水）「イチゴの種の様子」実践記録
　ききょう組（実践者　大滝）
Ｔ：今日の朝、イチゴの種に水をあげた人？　
Ｃ：はーい！（少数）Ⓐ
Ｔ：水　あげてない人？　
Ｃ：はーい（ちらほら）Ⓐ
Ｔ：イチゴの種　何か変わったことがあったと思う
人？　
Ｃ：はーい（小さい声）Ⓐ
Ｔ：変わってない人？　
Ｃ：はーい（大きい声）Ⓐ
Ｔ：じゃあ、変わったと思う人　どこが変わったか
図４　土とキッチンペーパーへの種蒔き
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教えてもらおうかな　何かイチゴの種　変わって
た？　色とか形とか大きさとかにおいとか何でも
いいよⒺ
Ｃ（Ａ）：黄色くなってた⒜Ⓐ
Ｔ：黄色くなってただって　みんなどうだった？　
Ｃ：なってなかったよⒶ
Ｔ：じゃあ、Ａちゃん　いつ黄色くなってた？　
Ｃ：ずっとⒶ
Ｔ：ずっと黄色だっただって　
Ｃ（Ｍ）：でも　今は違ってたよⓉ
Ｔ：じゃあ　今は何色？　
Ｃ：赤Ⓐ
Ｔ：赤だった？
Ｃ：こげ茶だったよ
Ｃ：黒だった
Ｃ（Ｓ）：こげ茶色が水あげたらくろになってたⓉ
Ｔ：うそ～！　そんなこと言って～　
Ｃ：こげ茶で黒に変化して黄色になって…Ⓩ　
Ｔ：（絵本を見せながら）イチゴを最初　取った時 
種は何色？　
Ｃ：赤　ピンクⒶ
Ｔ：イチゴの種だよ
Ｃ：黄色Ⓙ
Ｔ：黄色だね　じゃあそれでは　見えるかな？　（種
が入っているパックを見せる）
Ｃ：黄色　黒Ⓐ
Ｔ：え？　
Ｃ：こげ茶！Ⓧ
Ｔ：こげ茶だったり黒だったり茶色だったりになって
るね　知ってた人？
Ｃ：はーい！（たくさん声があがる）Ⓡ
Ｔ：知らなかった人？　
Ｃ：はーい（少数だが声があがる）Ⓐ
Ｔ：何で黒くなったの？　
Ｃ（Ｍ）：水いっぱいやったからⒶ
Ｔ：水一杯やると黒くなるの？　
Ｃ（Ｓ）：お日様に当ててたからⒶ
Ｔ：お日様に当てると黒くなるの？⒞　黒くなるのは
何かの合図なのかな？　
Ｃ：もう水あげなくていいよⓇ
Ｔ：もう水あげなくていいよの合図？　お日様いっぱ
い当たったよの合図かな？　
Ｃ：うん　多分Ⓡ
Ｔ：じゃあ他に　何でだと思う？　Ⓔ
Ｃ（Ｈ）：もう少しさ　なりそうだよⒶ
Ｔ：何になるの？
Ｃ（Ｈ）：イチゴの花にもう少しでなりそうだよじゃ
ないⓏ
Ｔ：イチゴの花にもう少しでなりそうだよっていう合
図なのかな？　これから早く大きくなってイチゴ
がなるといいんだけどね　Ｈくんが言ってたみた
いにもうすぐ芽が出るよの合図なのかな？　
Ｃ：今日の夜にイチゴの芽がでて　イチゴができる⒝
Ⓐ
Ｔ：今日の夜にイチゴの芽がでるのかな？　明日芽が
でるのかな？
Ｃ：明日出てくるⒶ
Ｃ（Ｈ）：そしたらさ　イチゴの木になる　で、でっ
かいイチゴの種になるかな⒝
Ｔ：楽しみだね
　＜保育者の考察＞
子どもたちは、すぐに芽がでて花が咲き、イチゴが
実ると思っていたようだ。これまで毎日水やりをした
り、観察をしたりしてきたが大きな変化は見られない。
保育者自身も、色の変化に気づくことしかできなかっ
た。また子どもの中には生長の変化がゆっくりなため
物足りず、水やりをすること忘れてしまっている子も
いるようだ。
根気強く観察を続けながら、子どもたちの関心が継
続していくよう活動のすすめていく必要がある。
⑤６月１日（水）「どんな芽が出るのかな」実践記録
　すずらん組（実践者　佐々木）
クラスの皆で、イチゴの様子を話題にし、どん
な芽が出るのかを考えてみました⒞
Ｔ：イチゴの芽なかなか出ないね
Ｃ：そうだね～　お水あげすぎたのかな？⒞Ⓕ
Ｔ：種さんも芽を出せるように頑張っているところな
のかもね！もし芽が出たら、どんな芽が出るのか
な？
Ｃ：小さいの！葉っぱが出る！
Ｃ２：くるくるしたツルみたいなのが出てくるんじゃ
ない？
Ｃ３：赤い芽が出てくると思う！Ⓑ
Ｃ（大勢）：え～？！赤なんておかしいよ～！
Ｔ：色んな考えがあっていいんだよ　じゃあどうして
図５　土に蒔いた種 図６　キッチンペーパーの種
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赤だと思うのか聞いてみようよ！
Ｃ３：だって、イチゴは赤だからⒶ
Ｔ：なるほどね！
Ｃ（大勢）：そういうことか！ⓐ
Ｔ：では、皆の頭の中には色々な考えがあるようなので、
皆でどんな芽が出るのか絵に描いてみよう！Ⓗ
※一人一人自分の思ったように描く
　　（土から芽が出るところと、キッチンペーパーの
上に蒔いた種から芽が出るところ、どちらかを選
んで描いた）⒝
Ｔ：それでは、皆がどんなふうに考えたのか発表した
いと思います！
（２人ずつ前に出て発表する：一部記載）
Ｃ４：小さい芽が出て大きくなってイチゴがなると思
います⒝　
Ｃ５：しゅっしゅっしゅっていう葉っぱが生えると思
います⒝　
Ｃ６：一本の茎が出て、そこから沢山葉っぱが生えて
くると思います⒝Ⓞ
Ｔ：あれ？Ｃ５くんとＣ６くんの考えが似てるね！　
Ｃ：ほんとだ～！Ⓓ
Ｔ：では次のお友だち
Ｃ７：小さな芽が出て、双葉が出ると思います⒟Ⓞ
Ｔ：双葉だって～。皆知ってる？　
Ｃ（大勢）：分かんな～い！聞いたことはあるー！Ⓡ
Ｔ：お！芽だけじゃなくて、イチゴの実を描いてるお
友だちもいるね！
Ｃ８：芽が出て大きくなって、花が咲いたらイチゴが
できると思いますⒻ
Ｔ：なるほど～！何だかイチゴが葉っぱの上に実って
るね！面白い！Ｉ
Ｃ９：でも他の人のは、葉っぱのところにぶら下がっ
てるよ？ⓐ
Ｔ：ほんとだ～！どんな風になるんだろうね？芽が出
たら、皆の絵のように大きくなるか観察してみよ
うね！
Ｃ：は～い！楽しみー！Ⓧ
　＜保育者の考察＞
それぞれのイメージしていることを、絵に描いてみ
ることでとても面白い発見をすることができた。本を
よく読んでいて知識が豊富なＣ６やＣ７の発言は、絵
本からの知識が大きいなと感じた。しかし他の子の考
えもしっかりとした理由があり、とても面白かった。
色々な友だちの考えを知ったことで、これからどんな
芽を出すのかとても楽しみになったようだ。
⑥６月13日（月）「発見！イチゴの芽」実践記録
　（実践者　佐々木）
◎他の種に比べて発芽までが長いイチゴですが、子
どもたちは芽が出る日を楽しみに毎日水やりの世
話をしたり、変わった様子はないかよく観察した
りしてきました。そして、13日の朝、子どもたち
の願いが届き、可愛らしい小さな芽が一つ、土か
ら顔を出しました。保育者も子どもも感動でいっ
ぱいでした。
　（1）初めての発芽
Ｔ：皆！イチゴの芽が出
たよ！ 
Ｃ：ほんとだあ～！
Ｃ１：小っちゃくて可愛
い！Ⓓ
Ｃ２：葉っぱが２枚つい
てる？⒟
Ｔ：ほんとだ！小さいけどよく見ると２枚ついてる
ね！
Ｃ３：すごーい！これまだ赤ちゃんなのかなあ？
Ｃ４：そうだよ！ⓣ
図７　想像して描いたイチゴの図
図９　Ｃ６くんとＣ７くんの想像図
図10　イチゴがなった想像図
図８　双葉が出た想像図
図11　発芽を喜ぶ幼児
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Ｔ：他のも早く芽が出るといいね
Ｃ５：他のはなんで芽がでないのかな？⒞
Ｃ４：水あげすぎたんじゃない？⒞
Ｃ５：そっか　もっと水少なくするといいのかな？⒞Ⓜ
Ｔ：じゃあ今度みんなにも話してみよっか！ 
Ｃ：うん！そしたら芽が出るかも！Ⓨ
　（2）初めての発芽から数日後の朝
◎毎朝、欠かさずイチゴに水やりをする子どもたち
から嬉しい報告がありました。
Ｃ：せんせー！また芽出てたよー！早く見に来て！！
Ｔ：ほんとだ！またちっちゃい芽が出たね！ 
Ｃ１：ほら見て！この間のと同じのが出てるんだよ！
Ｃ２：なんか順番に出てきてるみたいだねⓏ
Ｔ：みんなが毎日お世話してくれたから芽が出たんだ
ね！でも、キッチンぺーパーの上で育ててる方の
種は全然芽が出てないね　何でなのかなあ？ 
Ｃ３：やっぱり土がないからじゃないの？Ⓐ
Ｔ：なるほどね　水だけではダメだってことね⒞　で
もキッチンペーパーの方の種、本当に変わってな
い？ 
Ｃ４：なんか黒くなったⒶ
Ｔ：最初は何色だったんだっけ？
Ｃ５：黄色？それか薄い茶色みたいなの
Ｃ６：ほんとだ、黒い！
Ｃ４：でも黒くなったから芽出ないかもしれないⒶ
Ｔ：じゃあこのままお世話を続けて様子見ようか！
　（3）７月のある日
◎毎日世話をしている子どもたちは、イチゴの芽の変
化にもよく気がつき、発見したことをたくさん教え
てくれるようになりました。また、７月に入ると、
面白いように連日発芽するようになりました。
Ｃ１：今日も芽が増えてたよ！
Ｔ：どれどれ！どの芽か先生に教えて！
Ｃ１：ここと、ここ！Ⓐ
Ｔ：ほんとだ！なんか最近たくさん芽が出てるね！
Ｃ２：みんなが毎日水あげてたからじゃない？
　　あと、水の量も少し減らしたしね
Ｔ：そうだね！芽が出ると嬉しいね　でもキッチン
ペーパーの方はまだだね～
Ｃ３：あともうちょっとなんじゃない？ 
Ｃ４：土じゃないから芽が出るのも遅いのかも！Ⓧ
　（4）７月29日（金）現在
◎万遍なく芽がでました。少しずつは大きくなって
いますが、大きな生長はまだ感じられない様子で
す。
　＜保育者の考察＞
発芽するまでの期間が長かったものの、本当に芽が
出るのかという興味やわくわく感の方が大きかったよ
うで、毎日欠かさず世話をする姿が見られた。また、
芽が出ない間も、どうして芽が出ないのか考えて新た
な方法を試したり、友だちと相談したりしていた。本
当に芽が出るのか楽しみにしている反面、半信半疑な
ところもあったようで、芽が出た日には、本当に芽が
出たことに驚き感動していた。種を蒔けば必ず芽が出
るわけではなく、自分たちの取り組み次第で様子も変
わってくることに気がつき、疑問を追及したり、実践
してみたりと、子どもの興味や関心が高まっていたこ
とに嬉しく思う。また、キッチンペーパーに蒔いた種
の変化とも比較してきたが、ただ様子の比較をするだ
けでなく、キッチンペーペーで育てている種にも新た
な方法を試してみたり変化を与えたりして、また違っ
た比較ができると子どもたちの反応や気づきも変わっ
てくるのだろうかと思った。世話を続けている中で、
土がないと育たない考えが子どもたちは強いんだなと
感じた。本当は育つことを目で見ることができたら、
子どもたちの栽培への気づきや考えがもっと広がった
のではと思う。夏休み明けの２学期に、また一緒に世
話や観察をし、生長の様子を楽しんでいきたい。
⑦６月15日（水）「イチゴの苗がやってきた」実践記録
　すずらん組（実践者　佐々木）
◎子どもたちは、幼稚園での種についての活動の
様子を家庭でも話したり、実際に家庭でも見つけ
た種を蒔いたりしているようだ。その様子からも、
種について子どもたちの興味・関心が広がってい
ることが伺える。そして、学年で世話をしている
イチゴの種が中々発芽しないことを子どもから聞
いていた保護者が、庭にあるイチゴの苗を株分け
してくれた。この苗は、手入れも何もしておらず、
図12　土で発芽した様子 図13　双葉が出た様子
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以前からあったものだそうだ。頂いた苗は子ども
たちにも紹介した。
Ｔ：今日はＡくんのお父さんがイチゴの苗を持ってき
てくれました
Ｃ１：苗ってなに？
Ｔ：苗っていうのはね、種を蒔いて葉っぱが出て大き
くなったものなんだよ⒝Ⓩ
Ｃ（大勢）：そうなんだあ～
Ｔ：葉っぱはどんな形してる？⒟
Ｃ２：何か…大きい！Ⓐ
Ｔ：葉っぱの周りはどう？⒟
Ｃ３：ギザギザしてる！Ⓐ
Ｔ：（イチゴの苗の長さに気づけるよう手で持って子
どもたちに見せる）
　　ほら！大きくなると、こ～んなになるんだよ！
Ｃ（大勢）：うわあ～！長―い！⒟Ⓖ
Ｔ：凄いよね！こんなに大きくなるんだよ！　皆が育
てて出たイチゴの芽もこんな風に大きくなるのが
楽しみだね！
※イチゴの苗は、プランターに畑の土を入れ、そこ
で育ててみることにしました。
　＜保育者の考察＞
子どもたちが育てているイチゴの芽が小さいため、
イチゴの苗を見た時に同じイチゴだということに結び
つくまで時間がかかった。田植えの時もそうだったが、
種を蒔いて育てる方法や、苗を植えて育てる方法など、
同じ栽培物を育てるにも育て方が何通りもあることが
子どもたちにとっては不思議なようだった。栽培方法
などにも触れながら、種と苗の成長の様子を観察して
いきたい。
　（2）種の発芽と育ち方に関する実践
①５月18日（水）「米の苗植え」実践記録
　（実践者　佐々木）
☆担任…Ｔ１　☆運転手さん（指導）…Ｔ２
◎苗植えの前に、子どもたちに説明する
Ｔ１：みんなの食べているご飯は、何からできている
か知っていますか？
Ｃ：知ってるー！お米でしょ！Ⓐ
Ｔ１：当たりです　お米は、草みたいな苗っていうの
が大きくなるとできます　苗を植えるので、苗植
えって言います
Ｃ：やりたーい！Ⓓ
◎プランターに苗植えをする
Ｃ：（プランターを見て）田んぼみたい！
Ｔ２：それでは一人一束ずつ植えますよー！根元を
持って土に植えますよ～！
Ｃ：こんな感じ？Ⓟ
※どこまで植えたらよいか分からず、浅く植える子
も多かった
※手が汚れるのを気にする子もいるが、トロトロす
る土の感触に喜ぶ子も
Ｔ：もっと土に入れてあげるといいよ！（手を添えて
植える）Ⓟ
◎苗植え後、幼稚園の畑の土をバケツに入れたもの
に、直播きをする直播き用の茶色い種を見ると…
Ｃ：なにそれー？！
Ｔ１：さっきは草みたいな苗を植えたけど、昨日のイ
チゴの種みたいに今度はお米のなる種をまきます。
じゃあ、まず匂いを嗅いでみようか！⒜
Ｃ１：何も匂いしない。
Ｃ２：良い匂いする！
Ｔ：お米の匂いする？
Ｃ３：匂いしないよ！Ⓞ
Ｃ１：何で種なの？
図14　イチゴの苗 図15　ランナーのあるイチゴ
図17　稲の苗植え
図16　種蒔きの稲
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Ｃ３：分かった！この種が大きくなると、あの苗みた
いになるんでしょ？　お米の赤ちゃんってことだ
よ！⒝
Ｃ１：ふ～ん
Ｃ：お米になるといいね
　＜保育者の考察＞
前日のイチゴの種蒔きに続いての活動だったため、
興味をもって参加する子が多かった。しかし、苗植え
自体の導入が不十分だったため、子どもたちのつぶや
きを元にこれから詳しく調べたり伝えたりしていきた
い。
②６月15日（水）「どんな育て方がいいかな？　ど
んな芽が出るかな？」の実践記録
　　すずらん組　（実践者　佐々木）
◎食べられる種がある野菜や果物、食べられない種
がある野菜や果物をみんなで考えたので、どの野
菜や果物を育ててみたいか各グループにわかれて
相談し、育ててみることにしました。相談内容は、
育てる方法とどんな芽が出るのかという２点です。
Ｔ：今日は、この間決めた、同じ野菜や果物を選んだ
お友だちと一緒に相談してみたいと思います。何
を相談するかというと、１つ目は育てる方法です。
みんなは野菜や果物、花とかはどこで大きくなる
か知ってる？⒝
Ｃ１：畑！
Ｃ２：土の中ー？Ⓐ
Ｔ：なるほど！そうだね、外の畑や土の上で大きく
なっているよね！土に種を蒔くと芽が出るもん
ね！　でも、土がないところに種を蒔いたらどう
なるんだろう？⒞
Ｃ３：芽が出ないんじゃない？
Ｃ４：何か種が死んじゃいそうⒶ
Ｔ：そっかあ。でも水があれば、種も水を飲んで大き
くならないかなあ？
Ｃ：え～ならないよ～Ⓙ
Ｔ：色んな考えがあるね。では！今日は、同じグルー
プのお友だちと一緒にどんな方法で育てるか考え
てみましょう！土じゃない方法でも良いです！こ
んな方法もどうかな？ってお友だちと考えたら、
２つ目は、どんな芽が出るのかお友だちと絵に描
いてみましょう！Ⓟ
※すいか、メロン、さくらんぼ、キウイフルーツ、
とうもろこし、きゅうりの６グループに分かれて
相談
Ｔ：どのグループもできたようなので、みんなで見合
いっこしてみましょう！ 
　　すいか・メロン・とうもろこし：畑の土で育てて
みることにしました！
　　きゅうり・さくらんぼのグループ：畑の土で育て
てみることにしました！Ⓟ
Ｔ：何だか、畑の土が多いねー！でも、一つだけ違う
方法があるみたい！
キウイフルーツのグループ：イチゴを育てているのと
同じ土で育ててみることにしました！Ⓕ
Ｔ：なるほど！他のグループは畑の土が多かったけど、
Ｃ５くん（キウイ）はどうしてその土にしようと
思ったの？
Ｃ５：だって、イチゴの芽もちゃんとその土に出たか
らⒶ
Ｔ：そういうことね！栄養がありそうだもんね。では、
他のグループさんはどうして畑の土を選んだんで
すか？ 
Ｃ（大勢）：だって、畑の人参とかジャガイモとかも
大きく育ってるから、一杯栄養があると思ったか
ら！Ⓐ
Ｔ：そうだよね、畑にはいつも美味しい野菜が育つも
んね！では、育てる方法も決まったので、次はい
よいよ種や土を準備して育ててみようね！
Ｃ（大勢）：やったー！いつするの？楽しみ！！Ⓟ
　＜保育者の考察＞
子どもたちの中で、野菜や果物などには土が必要だ
という考えが強いことが分かった。また、理由を聞い
ても、自分たちが経験した方法や実際に見た物などだ
ということが伺え、土がないと育たないというのは、
経験したことがないのは勿論だが、キッチンペーパー
図18　果物・野菜のどんな芽が出るかの想像図
図19　想像作品
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に蒔いたイチゴの種が一向に発芽しない様子を見てそ
う思っているのも大きいようだ。子どもたちと一緒に
担任も他の種や方法で育てながら、皆で色々な発見を
していきたいと思う。
Ⅳ．仮説の検討
１．イチゴの植物概念に関して
①イチゴの植物の特徴として４つの領域を検討し
たが、「果実の仕組み」では、匂い、果実の様相、
種（実）、種の形、種（実）の先の雌しべについ
ては学んでいる。しかし、種の色、種に栄養を送
る筋については、はっきりと目標が達成されたと
は言えない。「成長の仕方」については、種から
若葉が出る、土の養分で成長する、葉が出てから
種ができるなどは理解しているようだが、種がで
きる前に花が咲くことは理解されているとは言え
ない。「発芽の条件」については、生長の条件と
の混乱が起こって、土がなければ芽が出ないとい
う認識になってしまっている。「葉の仕組み」に
ついては、葉の形、双葉が出る、ランナーを出す
などについての認識が形成されている。これらの
ことから、仮説（1）①は、一部支持されるに過ぎ
ない。
②発芽条件と生長条件の違いについて、キッチン
ペーパーでの発芽が起こらなかったことから、生
長条件の土からの栄養を得ることが必要であるこ
ととの混乱が見られた。幼児たちは発芽条件と生
長条件の区別ができないばかりでなく、土がなけ
れば発芽もしないと考えてしまっている。これら
のことから、仮説（1）②は支持されない。
③幼児の目につきやすい（五感で感じ易い）植物概
念については、匂い、果肉の様相、種（実）、種
の形、種（実）の先の雌しべ等については理解で
きたが、種に栄養を送る果肉の筋のように、事実
を越えて推論したり、何日もの時間経過を必要と
する発芽や生長過程のような目に見えにくい概念
については、ほとんど理解ができていない。この
ように、目につきやすい目標と目につきにくい目
標間に、達成で違いがある。これらのことから、
仮説（1）③は支持される。
２．保育活動に関して
①保育者は２名で個人的な保育の特徴の違いがある
ものの、全体的に「幼児の反応」を中心とした考
察となっている。これを中心として付加的に「保
育目標と幼児の反応」が記述されているが、保育
目標の達成を意識して、考察が書かれているとは
言えない結果となっている。これらのことから仮
説（2）①は支持される。
②保育者が幼児に対する働きかけの違いによって、
幼児の反応には違いが認められた。質問や指示の
ような働きかけには、それに応えたり、指示に
従ったり、確認するなどの反応が多く、幼児の提
案に疑問を出したり、確認や提案をしたり、幼児
の発言を繰り返したり、幼児の反応に応えるよう
な働きかけの場合には、自分の考え方を示したり、
新たな視点で考えたり、疑問を出す割合が多く
なっている。
　このように、保育者の働きかけの違いと幼児の反
応の違いには関係があった。これらのことから、
仮説（2）②は支持される。
③幼児が自分の考えを述べたり、アイディアを出す
反応の割合は、保育者の指示や質問に反応するも
のに較べると、非常に少ない。これらのことから、
仮説（2）③は、支持される。
３．保育現場の情報処理に関して　
①保育者が幼児たちに言葉で働きかけて、質問した
り指示したりしながら保育が進行している。その
間にイチゴという保育教材を使い、絵本を示しな
がら場面が展開していく。こうした状況の中で、
イチゴの発芽や生長を想像させながら絵を描かせ
もしており、ことばを中心にしながら、複合的に
行動的、映像的情報を処理して保育を展開させて
いる。幼児たちはこうした保育活動の中で、植物
概念の形成を行っている。これらのことから、仮
説（3）①は支持される。
Ⅴ．討論
１．イチゴによる植物概念の目標間の関係
本研究でイチゴの種（実）とりと種蒔きを介して、
イチゴの植物としての特徴を念頭において保育教材を
考え、目標を設定した。その目標間で、匂いや果実の
色合いの変化については、保育者と幼児共にすぐに気
がつき、保育が展開されている。また果肉を切って、
種（実）と結びついている筋については、物知り（本
からの情報？）の幼児が、筋があることを話題にして、
それを皆が確認し共有している。また種の色の変化は、
お日さまの当たり方により色が異なるという話になっ
たが、それは種のできる時期の違いと、成熟までの時
間経過によるものと考えられるが、しかし種の色にも
色々あるよねということで終わってしまった。
本研究の結果からは、このように幼児たちは時間経
過による種の変化に対する推論ができていない。他に
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も、種を蒔くと翌日に芽が出て葉が出てイチゴができ
るというように、生長による期間の長さに対する認識
が欠けている場面も見られた。時間経過に対するこの
認識の欠如が、幼児たちの重要な植物概念の形成に影
響を与えていることが分かる。
また、発芽条件と生長条件の違いについても、水だ
けが必要な発芽条件と、生長に必要な栄養を供給する
土（肥料）の必要条件について、混乱が起こったまま
で終わっている。保育者の方も、明確にそれを意識し
ていない様子もみられ、発芽と生長条件の違いの認識
が幼児の中になされないままになっている。キッチン
ペーパーによる発芽では、発芽したという報告は見ら
れないので、土が必要だという土着の認識を逆に強め
る結果となっている。
果肉の匂い、表面や内部の色の違いなどの目に見え
やすい目標に対しては、幼児たちはすぐに気がつき理
解できたが、種の色の変化や発芽してイチゴになるた
めの時間の長さを考えた推論を要求される目標につい
ては全く理解できず、目標が達成できなかった。また、
発芽と生長条件の違いについても混乱が起こって、目
標が達成できなかった。このことから、幼児に対する
保育目標の設定について、目に見えやすい目標、時間
経過に伴う認識を行わせた上で設定する目標、他の条
件との区別をきちんとさせる目標の設定などの目標分
類を行って、植物概念形成を行う保育目標の設定を今
後行う必要がある。
２．保育者としての行動のありかた
本研究での保育活動を見ていると、保育者は幼児の
考えや反応を尊重しようとする意向が強い。幼児の心
を傷つけないように、そして考えを認めようとする余
り、幼児の考えを問い詰める働きかけが少なくなって
しまっている。目標の達成のためには、幼児の考えて
いる誤った考えなどを改めるための実験や、図鑑など
を使って修正する必要があるが、保育者がそれに抵抗
感があるようなのである。
例えば、キッチンペーパーでも芽が出ることをはっ
きりと示せなかったことで、「発芽には土が必要だ」
という幼児の考えを払拭できずに、逆に強めてしまっ
た。こうした時には、幼児たちに問題を投げかけて、
キッチンペーパーで芽を出させるためにはどうしたら
良いかとか、保育者が自宅で発芽させたものを幼児た
ちに見せるなどの工夫をする必要があったのではな
かったか。種が水を被り過ぎると死んでしまって発芽
しなくなるということも、そのことをきちんと説明す
べきでなかったか。
植物概念を形成させるための大事な場面であったは
ずだが、それが曖昧なままになってしまった。それら
は、保育者自身の問題ではなく、幼児教育の思想が、
幼児の意見を尊重することを重んじて、幼児の考え方
を修正するなどはもっての外というような抵抗感があ
ることによるものだろう。
幼児教育であろうと学校教育であろうと、幼児や児
童の自発的発言を尊重すると同時に、科学的に誤った
考え方があれば、子どもたちの思考を揺さぶって新た
な科学的な考え方を発見できるように、保育目標を設
定して保育活動を行うことが保育であり、教育ではあ
るまいか。
本研究では、これまでの幼児教育の思想に基づく保
育のありかたが顕著に表れていて、その点では、今後
改善する余地があると思われる。
３．保育者の働きかけの違いによる効果
保育者は保育活動を通して、幼児の能力を育てるこ
とが期待されている。その際、保育者の質問や指示に
従う行動も、集団活動では必要なものであるが、それ
よりはより思考に関わる能力を育てることが必要では
ないかと思われる。つまり、幼児の考えを深めるよう
な働きかけが必要である。そう考えると、幼児の「ア
イディアを出す」「新たな視点で見る」「疑問を出す」
などは内省的な反応と考えられ、そうした反応を引き
出したのは、保育者の「確認や提案をする」「幼児の
提案に疑問を出す」「幼児の発言を繰り返す」「幼児の
反応に応える」などの働きかけであった。
このように、こうした幼児の能力を深めるための働
きかけを意識的に行って、幼児の考え方が深く広がる
ようにすることが、保育現場では期待されているので
はなかろうか。本研究では、幼児の思考を深めるため
の働きかけの項目と機能の概略が確認できたことから、
単なる質問や指示だけでなく、幼児の内面を育てるた
めの働きかけのありかたについてさらに検討する必要
があろう。
４．情報処理様式について
保育現場では、保育者と幼児間で、主に言葉を介し
て情報や意見交換が行われている。しかも保育教材を
使って、保育者の質問や指示に従いながら、幼児はイ
チゴを切ったり、その匂いや果肉や種の色などを確か
めたり、五感全体を駆使して学びながら保育が進行し
ていく。保育の中では、想像や推論などを要求する場
面もあり、イチゴが発芽して成長した時の想像図を書
かせたりしている。保育中に絵本で確認する場面も見
られる。こうした保育場面を見ると、言葉という言語
的情報処理ばかりでなく、行動的、映像的な情報処理
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をそれぞれ駆使しながら、認識の形成が行われている
と考えて良い。しかも３つの情報処理様式が不可分に
機能しながら、保育が進行していることが見てとれる。
ここでもブルーナーの３つの処理様式が、どの場面で
も適宜行われていることが確認される。
５．幼児教育と学校教育の連携（接続）
植物概念形成における保育活動を見ると、保育者は
幼児の反応に左右されて、概念についての確認などが
疎かになってしまっている。それは保育者の個人的な
条件というよりは、これまでの幼児教育の保育現場で
の状況がこういう状態だったことの表れだと思われる。
幼児の反応を尊重しようとして、保育目標を立てるこ
とや達成について評価する視点が疎かになっているの
である。最近では教育目標が達成できたかどうかの評
価活動は当然のこととなっているが、評価前の目標設
定をきちんとしなければ、評価ができないことも当然
であろう。
本研究の植物概念形成については、こうした行動的、
映像的な五感を使った認識の形成が、小学校教育以降
の主に言語による学習を支える基盤となるのではない
かと考えて行ったものである。例えば、イチゴの果肉
の状態、種の色の違い、発芽条件、生長条件など体を
動かして行動的に考えさせ、映像的に学習させておく
ことが、小学校教育以降の言語だけでの学習に際して、
その行動的、映像的なイメージを想起することで、学
習を容易にさせることができる筈である。そのために
は、こうした植物概念の基本的な事柄を、保育者もき
ちんと設定できなければならない。その肝心な概念の
認識についての保育目標の構造をきちんと分析したう
えで、幼児に理解（五感に沿って）させておくことが、
将来、小学校教育以降に有効になるのではないかと考
えるのである。こうした観点で保育することを、研は
原体験カリキュラム１）と述べている。科学の基礎概
念を楽しみながら、五感を通して学ばせるカリキュラ
ムのことである。
このように科学的基礎概念を形成させるために、幼
児教育と小学校教育をうまく連携（接続）させること
が、子どもの能力を育てるためには必要ではないだろ
うか。本研究を通して考えられることは、幼児教育の
側も幼児教育のありかたを検討する時期に来ているの
ではないかということである。
Ⅵ．終わりに
本研究では、幼児にイチゴを介して、植物概念の
「種（実）の仕組み」、「発芽条件」、「生長の仕方」、
「葉の仕組み」などの基本的概念を認識させるための
保育を行った。その結果、「種（実）の仕組み」につ
いては、種（実）、形、果肉の内容などについては認
識したが、果肉の種と繋がっている筋については、種
への栄養を補給する筋というところまで認識させるこ
とが出来なかった。また「発芽条件」については、発
芽には水（温度は考慮せず）だけが必要だと知らせた
かったが、それが「生長条件」の土からの栄養が必要
との土着の認識との混乱が起こり達成できなかった。
また「成長条件」にしても、種を植えると、すぐ芽が
出て翌日にはイチゴができるなど、生長に対する時間
経過の長さに対する認識が全くなかった。また「葉の
仕組み」については、葉の形の特徴、双葉が出る、葉
がランナーを出すなどは認識できた。このように、目
で見て理解できる認識と、目に見えにくい認識との達
成に差が認められた。
また保育者の幼児への働きかけについては、指示や
質問などへの幼児の反応は、概ね応える、指示に従う、
確認や説明をするなど、知っていることを表明する場
合が多いのに対して、幼児の発言を繰り返す、幼児の
反応に応える、幼児の提案に疑問を出すなどへの反応
では、アイディアを出す、新たな視点で見る、疑問を
出すなどの思考する反応が見られた。幼児の思考の成
長を促すことは、幼児教育の重要な役割であるとすれ
ば、こうした働きかけを更に増やすようにすることが
必要であろう。
また、言語、映像、行動のそれぞれの情報処理様式
については、保育場面では単独で行われることは殆ど
なく、この３つの情報処理が複合しながら行われてい
ることが再確認できた。絵本から言葉による知識など
を得たり、言葉を介してイチゴの生長の想像図を考え
たり、イチゴの実物を切ったり潰したりして、その変
化を映像として記憶したりしながら、幼児たちは認識
を形成していく。これこそ五感を通して学ぶそのもの
であろう。
本研究では、保育者の側で、幼児の反応を尊重する
余り、植物概念の目標を達成できない側面が見られた。
保育実践者である筆者の２名は、もともと優秀な保育
者であることから、現代の幼児教育のありかたの影響
を受けて、保育を行ったと考えられる。保育目標を設
定して、幼児の主体性を尊重しながら、どう目標を達
成する保育活動を行えるか。今後このことを考えてい
くことが、幼保小連携（接続）の小１プロブレムを越
えて、本来の教育のありかたとその一貫性を保つこと
に貢献できるのではあるまいか。
26
－　　－309
植物概念の形成を育む保育の試み
引用文献
１）研　攻一　「自由保育の功罪」羽陽学園短期大学　
平成26年度幼児教育研究会報告書　2015．3
２）稲垣栄洋　「キャベツにだって花が咲く　知られ
ざる野菜の不思議」　光文社新書　2008．4
３）岡崎恵視他「花の観察学入門　葉から花の進化を
探る」培風館　1991．1
４）今井朗子　「ふしぎはっけん！かがくのほん　ワ
ンダーしぜんランド　たんぽぽはなとわたげだいへ
んしん」村田弘恵　大見謝麻衣子編集　世界文化社　
2016．4
５）今井朗子　「ふしぎはっけん！かがくのほん　ワ
ンダーしぜんランド　いちご　つぶつぶのひみつ」
村田弘恵　大見謝麻衣子編集　世界文化社　2016．5
SUMMARY
Kohichi  TOGI,
Misako  SASAKI,
Narumi  OTAKI:
The Teaching Trial to form the Plant Concepts in Young Children
－ Using the Strawberry Teaching Material －
　　　The purpose of this study is to examine whether young children of 5 years old are able to form the plant 
concepts using strawberry in teaching activity class.
　　　The following results were acquired.
(1)	The	children	were	able	to	form	the	plant	concepts	of	the	visual	objects,	but	they	were	difficult	to	acquire	the	ideas 
 of plant concepts to non-visual objects.
(2) The difference of the teacher’s working activity to the young children produced the difference of responses of 
 young children. Teacher’s question or instruction produced the response to question and instructed behavior of 
 young children. On the other hand, teacher’s behavior like repeat young children’s speaking or response to 
 children’s responses produced the thinking behavior of children.
(3) The information processing style like behavior, image and language were not working individually, but functioned 
 compound.
 (K.TOGI; Emeritus Professor of Uyo Gakuen College
M.SASAKI, N.OTAKI; Daiho Kindergarten Attached to Uyo Gakuen College) 
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